
ＲＯＯＫ　取付説明書

設置上のご注意設置上のご注意設置上のご注意設置上のご注意

設置上のご注意設置上のご注意設置上のご注意設置上のご注意

梱包組み合わせ梱包組み合わせ梱包組み合わせ梱包組み合わせ

使用上のご注意使用上のご注意使用上のご注意使用上のご注意

この度は弊社製品をお買い上げくださり、誠にありがとうございます。

商品の施工につきましては必ずこの取付説明書の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

また、施工後も大切に保管し、メンテナンスの際などに御参照ください。

最後まで目をお通し頂き、その指示に従ってください。

埋め込まれていないことを事前に確認してください。

●製品が寸法の上で設置場所に納まることを確認してください。

●門柱の基礎穴に他の配管(水道・ガスなど)が

●強風地域でのご使用はお避けください。

●電装品梱包を屋外に放置しないでください。

不具合がないか確認してください。

寄りかかったりしないでください。落下して思わぬ怪我をする
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（φ４．２×１３）
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呼称
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取付説明書シャフト機能門柱

数量

略図

呼称

また、現場の状況(軟弱基盤等)により、基礎の大きさを

アルミ材が腐食する恐れがあります。やむなく使

アルミ材が腐食する恐れがありますので使用

●商品の施工につきましては、必ずこの説明書に従ってください。

●みだりに製品の改造・変更を行わないでください。

●照明・インターホンの電気工事は、専門の電器工事店様に御依頼ください。

●柱の埋め込みは基準通りに行ってください。

　　考慮してください。

●設置場所の地下埋設物の有無を確認し、それらを破損しないように注意してください。

●コンクリートに使用する砂は海砂はお避けください。

　　用する場合は十分に水洗いをしてください。

●モルタルやコンクリートに速乾性添加物を入れますと、

　　しないでください。

●施工完了後は、照明・インターホンの作動確認を行い、

● 柱に物を掛けたり、載せたり、乗ったり、

　　危険性や、製品が破損する恐れがあります。特にお子様が周囲で遊ばないよう、注意をしてください。
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※ 本図は照明・表札・インターホン・ポストを付けた場合のイメージ図です。

各部の名称・組合せ

ＧＬ

□４００（現場手配）

屋外用配線保護管

基礎コンクリート

割栗石

□４００

シャフト

※ ＧＬラベルの貼っている面を正面、水抜き穴の開いている面を背面としてご使用ください。

施工現場の地盤強度によっては基礎の寸法を変更してください。※上図の基礎の寸法は参考値です。



加工手順加工手順加工手順加工手順

１．オプション取付のための穴加工１．オプション取付のための穴加工１．オプション取付のための穴加工１．オプション取付のための穴加工

１０～１５ｍｍ

２５～４０ｍｍ

２５～４０ｍｍ

上蓋を開けたときに

上のオプションと

当たらないようご注意ください

穴加工ピッチ表を参考に、オプションに合わせて取付穴をお開けください。

※ 照明の取付穴の位置は、柱の上端から

　１０ｍｍ～１５ｍｍとなることを目安にお開けください。

※ 照明以外の取付穴の位置は、各オプション間が

　２０ｍｍ～４０ｍｍとなることを目安にお開けください。

オプション間隔目安

オプション間隔目安

オプション間隔目安

！

※ 上部開閉式のポストの位置は、上蓋を開けたとき

　に上のオプションに当たらないようご注意ください。

※　必ず商品側の取付ピッチ取り付け位置をご確認の

　　上、柱への穴加工を行ってください。

照明

表札

インターホン

ポスト

注意

　

　

　

　



組立手順組立手順組立手順組立手順

１．部品の組付け１．部品の組付け１．部品の組付け１．部品の組付け

２．本体の埋め込み２．本体の埋め込み２．本体の埋め込み２．本体の埋め込み

１－１．

１－２．

※

※

照明

インターホン

穴を開ける

照明を取り付ける

インターホンを取り付ける

タッピンネジ

（φ４．２×１３）

各オプション品に従い、取り付け用の穴

と配線孔を開けてください。

柱に同梱のタッピンネジ（φ４．２×１３）

を使用して、照明・インターホンを柱へ

取り付けてください。

柱に同梱のネジが合わない場合は各オ

プション品に付属しているネジをご使用

ください。

製品からの配線は、柱にあけた配線孔

から柱の下端へとお通しの上、屋外用

配線管へお通しください。

２－１.配線を傷つけないようにして、シャフトを

柱下端の中央に通してください。

２－２.本体の埋め込み位置を決め、電気配線の

結線を行い、接地（アース線）工事を電気

設備基準に従って行ってください。

結線後は確実に絶縁処理を行ってください。

　　　　

電気配線工事については専門の電気

工事店にご依頼ください。

結線の後、照明等が点灯するかの確認を

行ってください。

※

※

基礎用の穴を掘って底に栗石を敷き、つき

固めてください。つき固めた栗石の上に柱を

垂直に立て、コンクリートを流し込んでＧＬライ

ンの位置（柱下端より３００ｍｍ）まで埋め込

んでください。

２－３.

シャフト

３

０

０

ｍ

ｍ



３．パーツの取り付け３．パーツの取り付け３．パーツの取り付け３．パーツの取り付け

ⅰ）化粧ボルト付属の表札の場合

ⅱ）寸切ボルト付属の表札の場合

ⅲ）ボルトの付属していない場合

化粧ナット

表札

スペースナット

①開けた下穴にターンナットを差し込み、

　寸切りボルトをねじ入れてください。

①

②

表札

寸切りボルト

①門柱・表札裏の埃を拭き取ります。

②表札裏に接着剤を適量塗り、表札のボルトが

　門柱の穴に入るようにして接着します。

※接着剤が表札からはみ出さないようにご注意

　ください。

表札

①門柱・表札裏の埃を拭き取ります。

※接着剤が表札からはみ出さないようにご注意

　ください。

②表札裏に接着剤を適量塗り、表札を門柱に

　接着します。

接着剤

接着剤

３－１.　表札の取り付け

寸切りボルト

φ８．２下穴

ターンナット（Ｍ４）

門柱壁面

門柱壁面

門柱壁面

②下図を参照に、必要ネジ長さを出し、

　スペースナットで固定してください。

表札の厚み化粧ナットのネジしろ

（約５ｍｍ）　　　　　

必要なネジ長さ

必要なネジ長さ必要なネジ長さ

必要なネジ長さ




